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64kDa

CNOT4
CNOT4; NOT4; CCR4-NOT transcription complex subunit 4; CCR4-associated factor 4; E3
ubiquitin-protein ligase CNOT4; Potential transcriptional repressor NOT4Hp
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	応用
	抗原情報
	背景
	CCR4-NOT転写複合体サブユニット4（CNOT4）ホモサピエンス この遺伝子によってコードされるタンパク質は、転写全般を制御するCCR4-NOT複合体のサブユニットである。コードされるタンパク質はCNOT1と相互作用し、E3ユビキチンリガーゼ活性を有する。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見出されている。[RefSeq提供、2010年7月],機能：E3ユビキチンリガーゼ活性を有する。CCR4-NOT複合体は、転写全般を制御する複合体として機能する。,経路：タンパク質修飾タンパク質ユビキチン化。,PTM:自己ユビキチン化。,PTM:DNA損傷時にリン酸化される（おそらくATMまたはATRによる）。,配列注意:配列エラー。,類似性:C3H1型ジンクフィンガーを1つ含む。,類似性:RING型ジンクフィンガーを1つ含む。,類似性:RRM（RNA認識モチーフ）ドメインを1つ含む。,サブユニット:CCR4-NOTコア複合体のサブユニットで、CHAF1A、CHAF1B、CNOT1、CNOT2、CNOT3、CNOT4、CNOT6、およびCNOT8を含む。C末端を介してCNOT1に結合する。RINGドメインを介してE2ユビキチンリガーゼに結合する。,
	研究分野
	RNA分解;
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	CNOT4抗体を用いたパラフィン包埋ヒト精巣組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	CNOT4抗体を用いたJurkat細胞およびK562細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

